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経歴
大学卒業後、広告代理店勤務を経て株式会社　澤田棉行へ入社。
令和7年に代表取締役社長に就任。
前職で培った経験や自身の感性を活かし、繊維製品を主とした端材を
活用した商品開発など新規事業に取り組んでいる。

代表取締役社長　澤
さわ

　田
だ

　　尭
たかし

氏

株式会社　澤田棉行

「環境を売らない」アップサイクル（注1）事業を目指す
　2023年より、創業精神である「地球環境を守る」を現代版として再構築
し、他社との連携によるアップサイクル事業を展開しています。廃棄される
布団を再利用した競馬のハロン棒型キーホルダーや、ホテルで使用される
テーブルクロスの製造過程で生じた端材を活用したお守り、高級マットレス
の端材を活用した座布団など、JRA様やプロ野球チーム様のグッズ製作をは
じめ、他社との協業を通じて新たな価値創造に取り組んでいます。
　私が目指しているのは、環境を「売る」のではなく、環境への関心を自然
に広げていくことです。環境に配慮した商品はコストがかかりますが、それ
を理由に価格を上げてしまうと、一部の人にしか届かないと考えています。
だからこそ価格を抑え、多くの人が気軽に手に取れる商品づくりを重視して
います。ファンコミュニティを持つ企業や団体との協業を通じて、まずは魅
力的なグッズとして選ばれること、そして、その商品が実は廃材や端材を活
用したアップサイクル製品であることを知っていただくことが、環境への意
識を無理なく広げていく一つの方法だと考えています。
　現在、次のステップとしてインバウンド市場への展開を見据えています。
「日本のファン」である訪日外国人に向けて、日本の魅力を届けていきたい
と考えています。
（注1）廃棄予定のものに新たな価値を与え、元より魅力的な製品として生まれ変わらせること。

　繊維業界全体としては厳しい状況が続いています。繊維業界は長い歴史を持つ一方で、成熟産業とも言われています。
かつて綿が担っていた役割も、時代とともにさまざまな新素材へと置き換わってきました。繊維業から撤退し、別の事業
へ転換した同業他社も少なくありません。また、ポリエステルなどの化学繊維は石油が原材料のため、現在の中東情勢の
影響がかなりの痛手となっています。
　厳しい状況だからこそ、業界の中でどのように生き残っていくかが問われていると感じています。社名に「棉」と入っ
ているように、繊維業界でのポジションを確立していきたいと考えています。

　当社は1880年に創業し、今年で146年目を迎えます。創業当時は明治以降の工業化を背景に日本の繊維産業が大きく
発展していた時代で、多くの繊維製品が生産される一方、その過程で端材も大量に発生していました。当社は製糸の際に
発生する「落ち綿」を集め、寝具業界などへ販売する綿売りの事業からスタートしました。約60年前からは落ち綿を使
用したモノづくりを開始し、車両の断熱材やマットレスに使用される不織布の製造を行っています。創業当時より掲げて
いる「地球環境を守る」という精神は、廃棄されるものに新たな価値を見出すという考え方として現在も受け継がれてい
ます。
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